
 

明日への伝言板 ～人権について考える～ 

 

１年生佐々木さん「あの人の涙を笑顔に変えられなかったこと」 障害者差別について 

２年生小濱さん 「私の姉から学んだこと」 人として認められる社会を… 

３年生山崎さん 「戦争と人権」 戦争は最大の人権侵害という言葉にぞっとした… 

  

 則松中生徒が「明日への伝言板」に応募した作品に

は、人権や平和について真剣に考えた思いが綴られてい

ます。戦争や差別の歴史を学ぶ中で、一人一人の命や尊

厳の重みを実感し、違いを認め合うことの大切さに気付

いたことが述べられていました。 

 また、友人とのかかわりの中で、思い込みやうわさが

人を傷つけることに気付き、自分の目で確かめ、相手の

立場に立って考えることの重要性を学んだことも印象的でした。 

 誰もが安心して過ごせる社会をつくるために、身近な生活の中から思いやりある行動を

積み重ねていこうとする決意は、私たち一人一人のメッセージです。 

 

  

地域行事「チャリティ芸能まつり」出演 ～響き合う音、広がる心～ 

 

 地域行事「チャリティ芸能まつり」が黒崎ひびしんホ

ールで開催され、本校筝曲部が出演しました。 

 演奏前には、筝の楽器の特徴や日々の取組が今年度、

全国のコンクールで準優勝という成果が発揮されたこと

等丁寧に説明し、来場された皆様に日本の伝統文化の魅

力を伝えました。 

 演奏曲は、「うれしいひなまつり」「いい日旅立ち」ほ

か春の訪れを感じさせる優しい旋律、そして旅立ちへの思いを重ねたあたたかな音色が、

会場いっぱいに広がりました。 

一音一音に心を込め、仲間と息を合わせて紡いだ演奏。会場からは大きな拍手が送られ、

「素晴らしかった」「心が和みました」との声を多数いただきました。 

 文化は、人と人とをつなぎます。地域の舞台で演奏する経験は、生徒にとって大きな自

信となり、誇りとなります。  

学校の中だけでなく、社会の中で挑戦する姿。そこにこそ「主体的に生きる力」です。 

主体的に生きる力～幸せな社会を創る担い手～  
 

美術部作品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

学校運営協議会 ～地域とともに挑戦する学校へ～ 

 

学校運営協議会を開催しました。 

地域の皆様、生徒会代表、学校が一堂に会し、今年一年の成果や課題、これからの学校の

在り方について熟議を行いました。 

・生徒が失敗を恐れず挑戦できる学校 

・学校はその挑戦を支えること 

・地域の皆様がボランティア活動やキャリア教育等、様々なところから支えてくださること 

大変充実した意見交換となりました。 

来年度は、「小さな挑戦プロジェクト」を生徒自身が考え、実行する取組を充実させていき

たいと考えています。 

自ら問い、判断し、行動する。そして、社会とつながりながら成長する。 

本校はこれからも、地域とともに、幸せな社会を創る担い手を育ててまいります。 

 

 

１年生 百人一首大会 ～仲間とともに～ 

 

１年生による百人一首大会を行いました。 

上の句が読まれると同時に、札に手を伸ばす姿があちこ

ちで見られ、その反応の速さに思わず驚かされました。

真剣なまなざしで札を探し、友達と競い合う姿からは、

集中して取り組む様子が伝わってきました。 

 

勝敗だけにこだわるのではなく、和歌の言葉の響きに親

しみながら、楽しそうに活動していたこともとても印象的でした。日本の伝統文化に触れ

ながら、仲間とともに学ぶ、よい時間となりました。 

 

 

３年生の皆さんへ 

 

 ご卒業おめでとうございます。 

 ３年生の皆さんは、３月１２日に本校を巣立ちます。 

 この三年間、皆さんは学習や学校行事、部活動など様々な場面で努

力を重ね、大きく成長してきました。仲間と支え合いながら、挑戦す

る姿は、後輩たちのよい手本となりました。 

 これまで皆さんを支えてくださった保護者や地域の方々、そして仲間への感謝の気持ち

を胸に、新しい道へ力強く歩みだしてください。 

 

 皆さんのこれからの活躍を、心から応援しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 


